
総
長
就
任
と
当
時
の
同
志
社

大
工
原
銀
太
郎
が
第
九
代
同
志
社
総
長
に
就
任
し

た
の
は
、
昭
和
四
(
一
九
二
九
)
年
十
一
月
三
日
で

あ
っ
た
。
同
月
二
十
三
日
に
女
学
校
講
堂
で
お
こ
な

わ
れ
た
就
任
式
で
の
「
就
任
の
辞
」
で
、
彼
は
新
島

襄
の
同
志
社
へ
の
遺
言
十
力
条
の
中
か
ら
五
力
条
を

と
り
あ
げ
、
そ
の
な
か
か
ら
特
に
「
自
由
L
 
と
キ
リ

ス
ト
教
主
義
に
も
と
づ
く
「
知
徳
併
行
の
教
育
」
にι

園
及
し
て
い
る
。
(
『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
第
三

十
七
号
)

学
生
諸
君
に
と
断
わ
っ
て
だ
が
、
自
由
に
つ
い
て

「
人
間
に
は
絶
対
の
自
由
な
る
も
の
は
、
誰
に
も
許
さ

れ
て
居
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
限

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
或
る
条
件
の
下
に
於
け
る

自
由
L
 
で
あ
る
。
そ
れ
を
乱
す
こ
と
を
自
由
で
あ
る

と
考
え
る
の
は
A
真
正
の
自
由
を
愛
す
る
人
物
を
養

成
L
 
す
る
こ
と
を
願
っ
た
新
島
の
精
神
に
反
す
る
も

の
だ
、
と
彼
は
い
う
。

ま
た
「
知
徳
併
行
の
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
新
島

の
時
代
に
比
べ
て
世
相
が
変
わ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る

゛
)
、

そ
の
教
育
に
多
少
弛
み
が
き
て
い
る
よ
う
に
思

力う
。
こ
れ
は
重
要
な
問
題
で
、
国
立
大
学
に
お
い
て

す
ら
明
治
期
の
「
知
育
L
偏
重
教
育
が
問
題
に
な
り
、

そ
の
反
省
と
し
て
、
新
「
大
学
令
L
 
で
は
人
格
教
育

の
重
視
が
う
た
わ
れ
て
い
る
と
の
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
新
島
の
遺
志
を
継
承
す
る

こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、
就
任
の
理
由
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
い
う
。
私
は
同
志
社
に
は
縁
が
薄
く
、
ま

た
牧
職
に
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
ず
い
ぶ
ん
迷
っ

た
の
だ
が
、
「
神
が
『
同
志
社
に
行
っ
て
働
け
』
と
命

じ
給
ふ
た
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
か
ら
し
、
敢
え
て
重
責

を
負
う
決
心
を
し
た
、
と
。

就
任
式
は
大
塚
節
治
文
学
部
長
の
司
会
で
お
こ
な

わ
れ
、
佐
上
信
二
泉
都
府
知
事
、
士
岐
嘉
平
京
都
市

長
、
新
城
新
蔵
京
大
総
長
、
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド

代
表
、
日
本
組
合
教
会
代
表
そ
の
他
の
祝
辞
が
あ
い

つ
ぃ
だ
。
有
終
館
の
失
火
に
ょ
る
海
老
名
弾
正
総
長

の
辞
任
(
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
五
旦
以
来
、
総

長
事
務
取
扱
の
任
に
あ
っ
た
中
村
栄
助
理
事
は
、
「
招

聰
の
辞
L
 
の
冒
頭
、
次
の
よ
う
の
べ
た
。

,
昨
年
十
一
月
海
老
名
総
長
御
辞
任
以
来
過
去
一

ケ
年
間
我
伺
志
社
に
は
実
に
不
祥
事
件
が
惹
起
致
ま

し
て
学
の
内
外
を
問
は
ず
荷
も
心
あ
る
も
の
は
等
し

く
非
常
に
心
痛
致
し
た
事
で
あ
り
ま
し
た
し

ま
た
、
教
職
員
代
表
の
和
田
琳
熊
は
同
志
社
五

十
年
の
歴
史
は
と
か
く
暗
き
稜
わ
れ
が
ち
で
あ
っ

同志社人物誌(68)

大工原銀太郎

河野仁昭
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た
0
 
今
も
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
将
来
も
そ
う
か
も
し

れ
な
い
。
新
総
長
は
「
校
内
の
輿
論
を
尊
重
し
て
戴

き
た
い
」
、
た
だ
し
「
単
に
輿
論
に
盲
従
さ
れ
る
」
の

で
は
な
く
、
過
去
の
経
験
に
ょ
っ
て
養
わ
れ
た
「
最

善
の
良
心
の
判
断
に
随
っ
て
」
事
に
処
し
て
ぃ
た
だ

き
た
い
、
と
希
望
し
て
い
る
。

確
か
に
同
志
社
は
多
難
の
と
き
で
あ
っ
た
。

国
立
大
学
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
総
長

大
工
原
の
同
志
社
葬
の
と
き
堀
貞
一
宗
教
主
任

は
、
昭
和
三
年
十
一
月
に
京
都
御
所
で
お
こ
な
わ
れ

た
天
皇
の
大
典
に
、
五
名
の
国
立
大
学
総
長
が
参
列

し
た
が
、
そ
の
う
ち
佐
藤
昌
介
、
井
上
仁
吉
、
大
工

原
銀
太
郎
の
三
名
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
、
と
の

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
葉
を
つ
い
で
、
大
典
の
あ
と

京
都
基
督
教
青
年
会
の
招
き
で
、
井
上
と
大
工
原
が

講
演
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
同
志
社
理
事
の
一

人
が
、
「
大
工
原
博
士
は
組
合
教
会
員
で
あ
る
、
此
の

方
を
同
志
社
に
招
け
」
と
一
言
い
出
し
た
、
と
堀
は
い

う
(
『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
第
八
十
六
号
)
。
大

工
原
は
確
か
に
、
組
合
教
会
に
属
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
あ
っ
た
。

明
治
元
(
一
八
六
八
)
年
一
月
四
貝
仏
州
伊
那

郡
の
寒
村
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
十
五
歳
で
大
工
原
家

の
養
子
と
な
り
、
東
京
農
林
学
校
を
経
て
東
京
帝
大

農
科
大
学
農
芸
化
学
科
に
学
ん
だ
。
東
大
農
学
部
の

前
身
で
あ
る
。
卒
業
は
明
治
二
十
七
年
で
あ
っ
た
。

在
学
中
、
彼
は
友
人
の
勧
め
で
小
崎
弘
道
の
番
町

教
会
に
通
い
、
明
治
二
十
三
年
一
月
に
小
崎
か
ら
洗

礼
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
(
小
崎
「
謙
遜
な
る
信
徒
.

人
に
長
た
る
の
資
L
 
同
右
)

大
工
原
は
卒
業
後
大
阪
府
河
内
柏
原
の
農
事
試

験
場
畿
内
支
場
に
技
師
と
し
て
赴
任
す
る
が
、
そ
れ

か
ら
は
、
日
曜
学
校
で
教
え
る
ほ
ど
の
愨
な
信
徒

と
し
て
、
宮
川
経
輝
の
大
阪
教
会
に
通
っ
た
。

同
志
社
理
事
で
あ
っ
た
湯
浅
治
郎
の
先
妻
と
の
間

の
娘
玩
子
と
、
小
崎
牧
師
夫
妻
の
媒
酌
で
結
婚
し
た

の
は
、
柏
原
農
園
時
代
で
あ
っ
た
。
新
子
は
第
十
代

総
長
湯
浅
八
郎
の
腹
ち
が
い
の
姉
で
あ
る
(
治
郎
は

先
妻
の
没
後
徳
富
蘇
峰
の
姉
初
子
と
再
婚
し
た
)
。

新
子
没
後
大
工
原
が
再
婚
し
た
順
子
峡
中
瀬
古

六
郎
夫
人
の
姉
の
は
ず
だ
。

東
京
西
ケ
原
の
農
事
試
験
場
へ
転
勤
し
た
大
工
原

は
、
海
老
名
弾
正
の
本
郷
教
会
の
日
曜
礼
拝
に
出
席

す
る
こ
と
に
な
る
。

「
同
志
社
と
は
縁
薄
く
、
牧
職
に
も
在
ら
ざ
る
私
L

と
彼
は
「
就
任
の
辞
」
で
の
べ
た
。
確
に
同
志
社
の

卒
業
生
で
も
牧
師
で
も
な
い
。
同
志
社
と
は
対
照
的

な
国
立
大
学
の
出
身
者
で
あ
り
、
し
か
も
『
酸
性
土

壤
論
(
明
治
四
十
四
年
学
篇
文
)
、
『
士
壤
学
講

義
」
な
ど
を
も
つ
農
学
博
士
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
右

に
み
た
そ
の
半
生
は
、
決
し
て
同
志
社
と
無
縁
の
人

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
頴
け
る
だ
ろ
う
。

西村金三郎理事

中村栄助総長事務取扱
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招
聰
を
め
ぐ
る
問
題

農
事
試
験
場
畑
を
歩
い
て
い
た
大
工
原
が
、
九
州

大
学
教
授
を
兼
ね
る
の
は
大
正
十
(
一
九
二
こ
年

二
月
で
、
同
年
九
月
に
専
任
の
教
授
と
な
り
、
大
正

十
五
年
三
月
に
九
州
大
学
総
長
に
任
命
さ
れ
た
。
お

そ
ら
く
そ
の
行
政
能
力
が
か
わ
れ
て
で
あ
る
。
と
き

に
五
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

海
老
名
総
長
の
辞
任
を
め
ぐ
っ
て
惹
起
し
た
紛
擾

に
嘉
し
て
ぃ
た
同
志
社
理
事
会
が
、
後
任
の
人
選

に
着
手
し
た
の
は
昭
和
四
年
二
月
で
あ
る
。
同
月
十

七
日
の
理
事
会
は
次
の
決
議
を
お
こ
な
っ
た
。

「
同
志
社
重
要
ナ
ル
時
期
ニ
シ
テ
且
総
長
ノ
選
挙

ハ
人
事
二
関
ス
ル
事
項
ナ
ル
が
故
二
需
ヲ
須
ヰ
ズ

シ
テ
詮
衡
委
員
二
附
託
ス
ル
事
」
(
「
理
事
会
記
録
」
)

慣
行
な
ど
に
照
ら
し
て
気
に
な
る
部
分
が
あ
る
決

議
だ
が
、
学
内
事
情
を
考
慮
し
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。

詮
衡
委
員
に
は
上
谷
続
、
西
村
金
三
郎
、
大
沢
徳
太

K
、

H
.
ペ
ド
レ
ー
、
津
下
紋
太
郎
の
五
名
の
理
事

良か
、
中
村
栄
助
議
長
か
ら
指
名
さ
れ
た
。
こ
の
詮
衡

゛
)
、

委
員
会
が
大
工
原
銀
太
郎
九
大
総
長
を
推
薦
し
た
の

は
、
同
年
四
月
三
日
の
理
事
会
に
お
い
て
で
あ
る
。

「
理
事
会
記
録
L
 
に
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
西
村
理
事
需
委
員
ヲ
代
表
シ
テ
委
員
会
ノ
経

過
並
二
全
厶
三
致
九
州
大
学
総
長
大
工
原
銀
太
郎
氏

ヲ
推
曹
タ
ル
事
ヲ
報
告
セ
ラ
レ
協
議
ノ
結
果
理
事

会
全
会
一
致
ヲ
以
テ
大
工
原
氏
ヲ
同
志
社
総
長
二
推

薦
ス
ル
コ
ト
ヲ
仮
決
議
シ
之
ヲ
同
日
午
后
二
開
催
セ

ラ
レ
シ
評
議
員
会
二
諮
問
シ
之
レ
亦
全
厶
三
致
ノ
同

意
ヲ
得
タ
ル
ヲ
以
テ
硬
二
理
事
会
二
於
テ
正
式
ノ
決

議
ヲ
ナ
シ
(
中
略
)
同
氏
ヲ
同
志
社
総
長
二
推
薦
ス

ル
旨
ヲ
打
電
シ
西
村
理
事
ハ
右
泱
議
ヲ
携
へ
テ
大
工

原
氏
二
交
渉
ノ
為
メ
四
日
正
午
発
列
車
子
ブ
福
岡
二

向
ヒ
出
発
セ
リ
」

い
か
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
は
い
ぇ
、
校
友
厶
吾
只
で

も
な
い
現
職
の
国
立
大
学
総
長
を
後
継
総
長
に
招
聰

し
よ
う
と
い
う
の
は
、
全
く
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
(
一
九
0
二
)
年
に
衆
議
院
議
長
の
片

岡
健
吉
を
社
長
に
招
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
こ
の
と

/
,

鉾

き
は
、
前
任
社
長
の
西
原
清
東
が
一
身
上
の
都
合
で

辞
任
し
た
た
め
に
、
片
岡
が
先
粧
と
し
て
の
責
任
上
、

就
任
を
受
諾
す
る
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
大
工
原
に
は
そ
れ
す
ら
な
か
っ
た
。
同
志

社
の
決
定
は
お
そ
ら
く
迷
惑
だ
っ
た
ろ
う
。

交
渉
に
お
も
む
い
た
西
村
金
三
郎
も
面
識
が
な
か

つ
た
。
「
何
等
紹
介
を
も
持
た
ざ
る
私
と
の
初
対
面

で
あ
っ
た
と
、
彼
は
「
ノ
ー
ト
」
(
末
発
表
)
に
出
,
き

遺
し
て
い
る
。

こ
の
「
ノ
ー
ト
L
 
に
ょ
る
と
、
福
岡
へ
着
い
た
日

(
お
そ
ら
く
四
月
五
日
)
、
彼
は
大
工
原
の
私
邸
を
訪

れ
、
三
時
問
余
に
わ
た
っ
て
、
同
志
社
と
大
工
原
の

関
係
を
纓
々
説
明
し
て
来
任
を
懇
諸
し
た
。
即
答
を

避
け
た
大
工
原
は
、
明
日
再
会
す
る
旨
を
約
束
し
、

約
束
の
日
、
自
ら
西
村
の
宿
を
訪
れ
て
、
や
は
り
数

時
問
に
わ
た
っ
て
取
談
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
大
工
原
は
、
「
東
京
の
友
人
山
崎
文
部

次
官
、
西
山
専
門
〔
学
務
〕
局
長
、
古
在
〔
由
直
〕

東
大
教
授
吉
野
〔
作
造
〕
教
授
が
賛
同
す
れ
ば
承

諾
す
る
L
 
立
剛
掲
「
ノ
ー
ト
L
)
と
西
村
に
こ
た
え
た
。

大
工
原
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
古
在
を
敬
愛
し
て
い

た
、
と
順
子
夫
人
は
語
っ
て
い
る
(
『
同
志
社
校
友
同

窓
会
報
第
八
十
六
号
)

吉
野
作
造
は
旧
制
二
高
以
来
の
友
人
で
あ
る
な

▲メ

伺志社本部市」にて(昭村16ぜ頃)

友より島本徳三郎財務部長、

火〕.煉織辻モ、浅野惣二庶院部長
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ど
、
大
工
原
が
あ
げ
た
四
名
は
い
ず
れ
も
西
村
と
交

際
が
あ
っ
た
か
ら
、
西
村
は
直
ち
に
東
上
し
て
接
触

し
た
。
大
工
原
の
同
志
誌
長
就
任
に
反
対
す
る
人

は
い
な
か
っ
た
。
日
時
は
不
明
だ
が
、
西
村
は
大
工

原
の
東
上
を
促
し
、
同
志
社
理
事
会
の
代
表
も
東
京

ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
・
ホ
テ
ル
に
参
集
し
て
、
即
時
意

思
決
定
を
な
し
う
る
態
勢
を
と
っ
た
。

大
工
原
と
文
部
省
お
よ
び
同
志
社
理
事
な
ど
の
問

で
最
終
的
な
折
禦
な
さ
れ
た
あ
と
、
西
村
は
「
要

は
文
部
省
も
大
工
原
君
も
私
が
先
づ
校
紀
粛
正
を
断

行
し
た
る
後
就
任
を
条
件
と
し
た
し
と
い
う
、
極
め

て
重
要
な
事
柄
を
先
の
「
ノ
ー
ト
L
 
に
書
き
と
め
て

、

理
事
会
が
「
中
島
重
教
授
ハ
校
友
有
志
ノ
調
停
ノ

主
旨
二
反
シ
学
内
ノ
自
治
ヲ
乱
ス
モ
ノ
ナ
ル
故
之
ヲ

解
職
ス
ル
コ
ト
、
尚
之
ヲ
大
学
聨
合
教
授
会
ノ
議
二

付
ス
ル
コ
ト
、
ス
L
(
「
理
事
会
記
録
」
)
と
い
う
決
定

を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
年
五
月
十
九
日
で
あ

つ
た
。
あ
る
い
は
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
海
老
名

辞
任
や
岩
倉
士
地
問
題
を
め
ぐ
る
紛
擾
の
余
燃
が
く

す
ぶ
っ
て
い
た
学
内
に
油
を
注
ぐ
結
果
に
な
り
、
騒

動
は
激
化
し
た
。
理
事
会
は
さ
ら
に
、
そ
の
中
心
的

な
数
名
の
教
員
を
解
職
す
る
と
い
う
強
硬
策
を
と
っ

た
の
で
あ
る
。

大
工
原
が
九
大
総
長
を
辞
任
し
た
の
は
、
昭
和
四

年
九
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
う
喧
嘩
だ
け
は
止
め
ま
せ
う
し

と
語
っ
た
と
、
堀
貞
一
{
示
教
主
任
は
い
っ
て
い
る
立
剛

掲
)
。
同
志
社
に
限
ら
ず
、
当
時
は
世
界
的
な
不
況
に

加
え
て
、
思
想
運
動
な
ど
の
弾
圧
に
ょ
る
暗
い
騒
然

と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

大
工
原
の
側
近
で
あ
っ
た
浅
野
恵
二
庶
務
部
長

は
、
追
悼
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
同
志
社
人
の
特
徴
と
し
て
、
総
長
の
面
前
で
も
少

し
も
構
は
ず
、
経
営
の
要
路
に
在
る
人
々
が
、
時
に

は
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
激
論
す
る
事
す
ら
、
無
い
で

は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
如
何
な
る
時
に
も
、
先

生
は
唯
黙
笑
の
う
ち
に
事
情
を
静
観
し
乍
ら
、
常
に

其
帰
趣
〔
趨
〕
を
捕
捉
す
る
事
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
第
八
十
六
号
)

理
事
で
あ
り
財
務
部
長
で
あ
っ
た
上
谷
続
も
、
「
先

生
が
日
常
の
仕
事
に
対
し
、
容
易
に
然
否
を
明
ら
か

に
せ
ら
れ
ず
、
寧
ろ
遠
慮
勝
ち
、
だ
っ
た
の
で
、
周

囲
の
者
が
困
っ
た
と
書
い
て
い
る
(
同
右
会
報
)
。
理

事
や
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
法
学
部
長
の
宗
藤
圭
三

も
、
大
工
原
は
「
謙
遜
姦
度
」
を
現
わ
し
、
「
自
ら

は
積
極
的
な
行
動
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
」
(
同
右
)

と
い
う
の
で
あ
る
。

大
工
原
は
新
島
襄
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人

の
意
見
の
聞
き
役
に
徹
し
、
判
断
の
多
く
を
他
に
ゆ

同
志
社
総
長
と
し
て
の
大
工
原

昭
和
四
年
十
一
月
三
貝
大
工
原
総
長
着
任
の
日

は
、
制
定
後
は
じ
め
て
の
明
治
節
で
あ
っ
た
。
式
後

の
茶
話
会
の
席
で
彼
は
「
同
志
社
は
従
来
度
々
喧
嘩

、゛宅巴^学、、、__
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ら
な
い
と
か
、
紛
擾
の
余
壗
が
そ
う
さ
せ
た
と
は
言

い
が
た
い
。
し
か
し
全
く
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
ろ

う

彼
は
総
長
就
任
後
ま
も
な
く
、
好
き
な
酒
も
煙
草

も
止
め
、
同
志
社
教
会
の
日
曜
礼
拝
に
は
欠
か
さ
ず

出
席
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
本
部
の
職
員
た
ち

と
の
午
後
の
礼
拝
を
率
先
し
て
励
行
し
、
そ
の
詣

は
学
内
に
広
が
っ
た
と
い
う
(
松
井
七
郎
、
同
右
)
。

「
教
育
は
ア
ト
モ
ス
フ
ェ
ア
ー
」
で
あ
り
、
同
志
社
の

そ
れ
は
「
敬
虔
な
る
祈
り
の
精
神
に
満
た
さ
れ
た
」

も
の
で
あ
り
た
い
と
、
大
工
原
は
言
っ
た
と
も
松
井

は
い
う
。

大
工
原
総
長
時
代
の
伺
志
社
の
改
革
は
、
昭
和
五

年
六
月
に
女
子
専
門
学
部
を
専
門
学
校
に
し
た
こ

と
。
同
年
十
二
月
、
専
門
学
校
高
等
商
業
部
を
高
等

商
業
学
校
と
し
て
独
立
さ
せ
た
こ
と
。
八
年
四
月
、

専
門
学
校
英
語
師
範
部
に
昼
問
学
部
を
併
設
し
、
同

じ
く
政
治
経
済
部
を
昼
間
部
に
し
法
経
部
と
改
め
た

こ
と
な
ど
で
、
大
学
予
科
に
二
年
制
の
第
二
部
を
併

置
し
た
の
も
大
工
原
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
「
寄

付
行
為
」
の
改
正
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

焼
失
し
た
学
生
会
館
の
再
建
ア
ー
モ
ス
ト
館

栄
光
館
の
竣
工
も
大
工
原
時
代
で
あ
っ
た
。
栄
光
館

の
館
名
は
、
旧
約
聖
書
を
出
典
と
す
る
も
の
で
、
命

だ
ね
る
総
長
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
九
大
総
長
時
代
か

ら
や
は
り
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
(
右
の
会
報

に
収
録
さ
れ
て
い
る
九
大
農
齢
長
植
村
恒
=
郎
の

追
悼
文
)
、
必
ず
し
も
同
志
社
の
事
禁
十
分
に
わ
か

名
者
は
大
工
原
で
あ
る
。
彼
は
ア
ー
モ
ス
ト
館
で
の

学
生
の
茶
話
会
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
出
席
し
た
。

そ
う
し
た
大
工
原
の
最
も
困
難
で
あ
り
か
つ
期
待

を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
仕
事
は
、
人
事
で
あ
っ
た
。
「
人

事
行
政
の
大
任
を
、
と
か
く
の
批
評
は
あ
っ
た
と
し

て
も
、
遂
行
さ
れ
た
こ
と
」
が
、
総
長
と
し
て
の
最

も
大
き
い
同
志
社
へ
の
貢
献
で
あ
っ
た
と
、
法
学
部

教
授
難
波
紋
吉
は
書
い
て
い
る
(
前
掲
会
報
)
。
そ
の

仕
事
の
た
め
に
大
工
原
は
悪
評
を
こ
う
む
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
自
ら
「
私
を
狸

と
呼
ん
で
居
る
さ
う
で
す
」
と
い
っ
て
、
人
を
笑
わ

せ
て
い
た
と
い
う
。

終
駕四

年
の
任
期
を
全
う
し
た
大
工
原
は
、
数
え
年
六

十
六
歳
に
な
っ
て
い
た
。
老
齢
を
理
由
に
再
任
を
固

辞
し
た
が
、
彼
に
代
り
得
る
人
材
は
な
か
っ
た
。

再
任
か
ら
数
力
月
後
の
昭
和
九
年
三
月
二
日
、
救

世
軍
参
謀
総
長
の
マ
ッ
プ
中
将
が
、
山
室
軍
平
の
案

内
で
来
校
し
た
。
総
督
の
ブ
ー
ス
大
将
と
は
福
岡
で

会
っ
て
い
た
が
、
マ
ッ
プ
と
は
初
対
面
で
、
彼
が
栄

光
館
で
学
生
対
象
に
講
演
を
お
こ
な
っ
た
と
き
、
大

工
原
は
紹
介
者
と
し
て
壇
上
の
片
隅
に
座
っ
て
い

救世箪マップ小将(前列中央)、右へ大丁.原総長、

山室箪Ψヰ,将、 1人おいてミス・デントン(昭和 9年3 村 21三D

-143-



た
。
腹
部
に
異
状
を
覚
え
た
の
は
そ
の
と
き
で
あ
っ

た
。

講
演
を
終
え
た
マ
ッ
プ
に
威
諭
の
握
手
を
し
な
が

ら
、
大
工
原
は
.
、
一
乏
三
 
N
-
m
0
含
0
 
ヨ
て
 
9
巨
8
 
牙
ゆ

ミ
、
と
述
べ
た
と
い
う
(
湯
浅
八
郎
、
前
掲
会
報
)
。

マ
ツ
プ
の
演
題
が
義
声
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ

に
関
連
づ
け
て
の
こ
と
ぱ
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
ば

ど
お
り
羅
長
と
し
て
の
晩
年
で
あ
っ
た
。
し
か
も

こ
れ
が
、
公
的
な
場
に
お
け
る
最
後
の
こ
と
ば
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

三
月
五
日
未
明
、
{
姦
が
急
変
し
て
府
立
医
大
付

属
病
院
へ
入
院
し
て
手
術
を
受
け
た
が
、
す
で
に
手

遅
れ
で
あ
っ
た
。
医
師
は
再
手
術
を
断
念
し
た
。

昭
和
九
年
三
月
九
日
午
後
四
時
二
十
分
、
総
長
在

任
の
ま
ま
大
工
原
銀
太
郎
は
天
に
召
さ
れ
た
。
六
十

七
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
彼
以
前
編
長
在
任
中
に

亡
く
な
っ
た
の
は
、
新
島
襄
と
片
岡
健
吉
の
二
人
で

あ
る
。同

志
社
は
三
月
十
二
日
、
社
葬
を
も
っ
て
故
総
長

へ
の
弔
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
『
同
志
社
校
友
同
窓

会
報
第
八
十
六
号
(
昭
和
九
年
五
月
)
を
「
大
工

原
総
長
記
會
ぢ
し
と
し
た
。

『
同
志
社
百
年
史
』
に
つ
い
て

「
通
史
編
」
(
全
二
巻
)

同
志
社
百
年
の
歴
史
を
五
っ
に
時
代
区
分

し
、
次
の
五
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
部
創
業
と
成
育
(
明
治
前
半
翅

第
二
部
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
受
難
萌
治
後

半
期
)

第
三
部
大
学
へ
の
道
(
大
正
翅

第
四
部
戦
時
下
の
学
府
南
和
荊
半
翅

第
五
部
再
生
と
発
展
(
昭
和
後
半
翅

上
野
直
蔵
総
長
は
「
通
史
編
」
の
「
序
L
 
で
、

「
同
志
社
に
お
け
る
徳
育
の
基
礎
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
教
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
た
る
が
ゆ
え

に
、
少
な
く
と
も
一
九
四
五
年
に
い
た
る
ま
で

国
粋
的
権
威
筋
か
ら
胡
乱
な
目
で
み
ら
れ
、
疑

問
視
さ
れ
、
敵
視
さ
れ
て
き
た
。
革
略
)

同
志
社
を
護
る
た
め
の
先
人
た
ち
の
す
さ
ま

じ
い
ま
で
の
攻
防
は
、
ま
さ
に
一
つ
の
ド
ラ
マ

で
あ
り
、
読
む
も
の
を
し
て
緊
張
と
畏
怖
の
念

を
起
こ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
は
同
志
社

の
犯
し
た
数
々
の
失
敗
や
恥
辱
の
部
分
を
も
隠

す
こ
と
な
く
記
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
0
 
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
レ
イ
ス
教
会
に
お
け

る
新
島
襄
の
学
校
設
立
に
関
す
る
訴
え
を
起

点
と
す
る
「
通
史
編
L
 
は
、
確
か
に
、
キ
リ
ス

ト
教
主
義
を
め
ぐ
る
同
志
社
の
攻
防
を
軸
に
展

開
さ
れ
て
い
る
と
い
ぇ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
同
志

社
の
諸
制
度
や
諸
学
校
の
変
遷
そ
こ
で
生
き

た
学
生
生
徒
を
含
む
諸
先
輩
の
動
向
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
、
読
者
に
訴
え
る
も
の
を
も

つ
は
ず
で
あ
る
。

「
資
料
編
」
(
全
二
巻
)

「
通
史
編
L
の
叙
述
に
用
い
ら
れ
た
基
礎
資
料

お
よ
び
そ
れ
に
関
連
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
編

纂
さ
れ
て
い
る
。
同
志
社
開
業
関
係
に
は
じ
ま

り
一
九
七
五
年
度
ま
で
の
主
要
な
資
料
を
収

録
原
資
料
に
ょ
る
同
志
社
百
年
史
と
い
っ
て

よ
く
、
そ
れ
自
体
自
立
性
を
も
っ
て
い
る
。
収

録
資
料
三
五
0
点
、
従
来
活
字
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
末
公
開
資
料
が
数
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
読
者
は
同
志
社
史
の
新
し

一
面
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
研
究
者
の
期
待

しに
も
応
え
う
る
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
同
志
社

年
表
を
添
え
て
あ
る
。

(
本
部
社
史
資
料
'
置
)

「
通
史
編
」
一
、
六
五
八
ヘ
ー
ジ
。

掲
載
写
真
三
一
五
点

頒
価
・
六
0
0
0
円
送
料
五
二
0
円

「
資
料
編
」
二
、
一
九
一
ヘ
ー
ジ
。

頒
価
・
三
0
0
0
円
送
料
八
三
0
円

発
行
・
学
校
法
人
同
志
社

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課

(
合
0
七
五
1
二
五
一
 
1
三
0
三
八
)


